
第 18回 空知高等学校秋季テニス大会 

兼 第 47回 北海道高等学校秋季テニス大会空知支部予選 

開催要項 

  主催  深川テニス協会 

  共催   北海道高等学校体育連盟空知支部 

１ 期  日  令和 7 年９月 6日（土）･7日（日）･13日（土）※予備日 14日（日） 

         ９月 ６日  ８：００～９：００ 公式練習 

                ８：３０      顧問打ち合わせ 

                ９：００      開会式・審判講習会 

                ９：３０      競技開始(団体戦、個人戦ダブルス) 

         ９月 ７日  ８：００～９：００ 公式練習 

                ８：３０      顧問打ち合わせ 

                ９：００      競技開始(個人戦ダブルス･シングルス) 

        ９月 １３日  ８：００～９：００ 公式練習 

                ８：３０      顧問打ち合わせ 

                ９：００      競技開始(個人戦シングルス) 

２ 会  場 深川市民テニスコート   

３ 種  目 (1)男子  団体戦・個人戦（ダブルス・シングルス） 

        (2)女子  団体戦・個人戦（ダブルス・シングルス） 

４ 競技規則 国際テニス連盟規則に準ずる。（ただし、道高体連テニス専門部で定めるローカルル        

ールを採用する） 

５ 参加資格 (1)北海道高等学校体育連盟に加盟し、空知地区高等学校に在学する者。 

       (2)北海道テニス協会登録校の選手であること。 

            (3)高体連主催大会参加者災害補償制度に加入している者、または加入の意思のある者。 

            (4) 平成 20 年４月２日以降に生まれた者で、当該校の 1・2 年に在学中の者。 

６ 引率責任者 引率責任者は当該校の教員とし、監督は学校長が認めた教職員とする。ただし、引               

率責任者と監督が同一の場合は教員とする。引率責任者は参加生徒全ての行動につ

いて責任を負う。 

７ チームの編成・参加数 

  【団体戦】  (1)編成は、監督（２名以内）・団体戦の選手登録の基本は、選手 7名以上 9名ま

でとするが、部員が 7 名に満たない場合は 4名以上で別途定める細則に則した

不戦敗規定を条件に参加を認める。 

                (2)登録はシングルスの実力順とする。空知支部シングルスポイントランキング順に    

登録すること。 

【個人戦の出場数】 ダブルス、シングルスともに８人（組）を上限とする。 

８ 競技方法 (1)団体戦は、ダブルス２組、シングルス３本のトーナメント形式とし、初回戦は勝敗               

にかかわらず５試合すべてを行うが、人数が７名に満たない場合は別途定める細則

に則し、規定の試合を不戦敗とする。（ただし、天候や試合進行の状況により変更

することがある） 

       (2)試合はシングルス№1、ダブルス№1、シングルス№2、ダブルス№2、シングルス               

№3 の順序で行う。 

       ※一試合の中でシングルスとダブルスに重複して出場することはできない。 

            (3)初回戦の審判はシードを原則とし、他は敗者審判とする。 

         ※審判は SCU 方式によって行うものとする。 

       (4)団体戦でのベンチコーチ（監督・選手）は､１コートにつき１名（監督は１試合１名               

まで）とする。 

            (5)試合は全て１セットマッチとし、各試合とも６ゲームズオール後ＩＴＦ方式タイブ               

レークを採用する。 



９ 試合球 ウィルソン・ＵＳオープン・エキストラ・デューティー。当日、本部に提出す     

る。団体戦は１チーム 10 球、個人戦ダブルス１組・シングルス１名につき各２球。 

10 全道大会  出場枠 団体戦 男子２校 女子１校 ※ただし、男女ともに補欠校を１校決める。 

           日  程  10月 7 日（火）～１０日（金）帯広市 帯広の森テニスコート 

                      ＊10月 7 日が公式練習・開会式 

11 選手変更 

 【団体戦】 

  (1)団体戦においては大会当日の顧問打ち合わせまでの間に選手変更ができる。  

 (2)欠場理由が回復した場合でも、選手変更した大会期間は該当選手を再登録することはできない。 

 ※該当大会を勝ち進み次の大会に進出した場合、該当選手を再登録することができる。 

 (3) 顧問打ち合わせ後の選手変更は一切受け付けない。 

 【団体戦の選手変更における注意事項】 

 (1)選手変更を申し出る場合は、学校長の承認を必要とする。 

   ※選手変更申請書の様式は問わない。また、急な場合は後日申請書を提出してもよい。 

   ※次の大会に進出し再登録する場合も学校長の承認を必要とする。 

(2)選手変更で抜けた選手の登録順位は下から詰め、新しく登録する選手については、空知支部専門

委員長がランキング等を参考に登録順位を決定する。  

 (3)該当大会で選手変更し、次の大会に進出する際に、該当選手を再登録する場合、該当大会で変更

した選手と入れ替えなければならない。また、登録順位は参加申し込み時の登録順位に戻さなけ

ればならない。 

(4)監督は顧問２名以内の登録が可能だが、このうちベンチに入れるのは１名まで。ベンチコーチ

のプレー中のコーチングや移動、また、他のコートへの応援・コーチングは厳に慎むこと。 

 【登録選手の抹消】 

 (1)登録選手を抹消した場合、抹消した選手の登録部分は空欄とする。 

 【個人戦の選手変更】 

 (1)個人戦出場選手が真にやむを得ない事情で大会に出場できなくなった場合は、速やかに専門委員       

に連絡し、競技開始日の顧問打ち合わせを締め切りとする。 

12 申込方法 (1)参加校の顧問は、参加申込用紙を８月 25 日（月）の正午までに、道専門委員・志部

谷（北海道滝川西高等学校）shibuya@takinishi.ed.jp にメールで送付すること。 

            (2)職印の入った正式の申込書は、８月 29 日(金)の抽選会議の受付時に提出すること。 

       (3)大会参加料は、８月 29 日(金)の抽選会議時に納めること。団体戦は２，０００円、

個人戦はダブルス、シングルスとも 1 名(1 組)につき４００円とする。 

13 顧問会議  組合せ抽選会議は、８月 29 日（金）14 時 00 分 北海道滝川西高等学校・大会議室 

14 表 彰 等  団体戦、個人戦とも３位（ベスト４）まで表彰する。  

15 そ の 他 ①引率責任者は、選手すべての行動に対して責任を負うものとする。また、大会にお        

けるすべての事項についての質疑は引率責任者に限られる。 

             ②試合の服装はテニスウェアとし、腰部に校名札を明示する。 

              ③コートには、競技者とシングルスでのボールパーソン以外入ることはできない。た         

だし団体戦では、登録された監督、選手、マネージャーが１コートにつき１名ベンチ

に入り、エンドチェンジの際の９０秒間に限ってコーチングを行うことができる。 

       ④ゲーム中の怪我等による故障（けいれんも含む）には、３分以内の手当を故障箇所１

カ所につき１試合１回のみ認める。ただし、その際には選手本人または引率責任者が

申し出、レフェリー（またはコートレフェリー）立ち会いのもとに手当を行うこと。 

       ⑤コールされて５分以内にコートに入らなければ棄権とみなす。 

             ⑥ガットマークの使用は禁止する。 

             ⑦頭髪の染色や華美な装飾品（アクセサリー・ピアス等）の着用などは禁止する。 

       ⑧道高体連テニス専門部より示されている「SCU マニュアル」を選手は熟読し、その 

通りに行うこととする。 


